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全国商工会議所女性会連合会（全商女性連）の活動状況について 

 

平成 24 年１月 16 日 

日 本 商 工 会 議 所 

全国商工会議所女性会連合会 

 

１．東日本大震災への対応と支援について 

（１）救援物資の送付 

○女性被災者のニーズに応えるため、女性用下着 10,880枚を、被災県の商工会議所女性会

連合会と調整のうえ、岩手県の盛岡、一関、宮城県の気仙沼、石巻、塩釜、福島県の福

島の各女性会に送付（平成 23年４月上旬）。 

 

（２）義援金募金の募集 

○被災地商工会議所女性会に対する義援金募金を実施 

平成 23年 12月 26日現在：291女性会 5,571万円 

 

（３）徹底した節電の呼びかけ 

○電力使用抑制に対応するため、「徹底した節電のご協力」「ＬＥＤ照明など省エネ型製

品への買い替え」を、各女性会を通じて呼びかけ。 

 

（４）浜松全国大会（平成 23年 10月６日～７日）での東北支援 

○浜松全国大会（308女性会、約 2,800人が参加）において、東北支援の一環として、「東

北物産展の開催」、「福島県いわき市のフラガールの公演」を実施。 

 

（５）諸会合の東北開催 

○役員会を、平成 24年３月２日～３日に、宮城県仙台市で開催。 

○全国大会を、平成 25年秋に、宮城県仙台市で開催。 

 

 

【各地女性会の主な取組み】 

○神楽坂（東京都）の夏まつりで福島をＰＲ【福島県下 10女性会】 

○市開設の被災者避難所や駅前で炊き出し【古川（宮城県）、川越（埼玉県）】 

○被災地訪問【奥州（岩手県）、甲府（山梨県）、亀山（三重県）】 

○子供衣類他、書籍・絵本を送付【伊勢崎（群馬県）、町田（東京都）、沼津（静岡県）】 

○復旧支援ボランティア【佐久（長野県）】 

○七夕まつり協賛会と連携のもと、避難所の方たちと七夕飾りの制作【仙台（宮城県）】 

○福島産の桃の購入を募り一括注文【松山（愛媛県）】 

○近畿商工会議所女性会連合会総会福井大会での物産展【福井（福井県）他】 

○産業振興祭りなどによる支援【西尾（愛知県）、鯖江（福井県）、西脇（兵庫県）他】 
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夏まつり(東京)で福島を自らＰＲ  被災者と共に飾りを制作した    福井大会での東北物産展 

仙台七夕まつり       

 

 

２．女性起業家の支援（第 10回女性起業家大賞）について 

○女性起業家支援の一環で、創業 10年未満の女性起業家を対象にした「第 10回女性起業

家大賞」を実施し、平成 23年 10月の浜松全国大会で、表彰式を実施。 

 

・最優秀賞（日本商工会議所会頭賞）： 

株式会社アクセスライフ 代表取締役 住川奈美さん 

・スタートアップ部門優秀賞（全国商工会議所女性会連合会会長賞）： 

株式会社マーズデザイン 代表取締役社長 田ノ本智子さん 

・グロース部門優秀賞（全国商工会議所女性会連合会会長賞）： 

センターフィールド株式会社 代表取締役 富田祐子さん 

   ※スタートアップ部門（創業５年未満）、グロース部門（創業 5年以上 10年未満） 

 

 

３．2020年第 32回オリンピック競技大会の招致に関する決議について 

 ○浜松全国大会において、2020年オリンピック招致決議を機関決定し、全国の女性会に協

力依頼を実施。 

 

【招致決議の要旨】 

・日本全体が大震災からの復旧・復興・再生を果たしていく過程において、日本国民

が心を奮い立たせ、夢を持てるような「共通の目標」が必要である。 

・大震災では、海外から、心温まる多大な支援をいただいており、日本が復興・再生

した姿を世界に伝えることは、わが国の責務である 

・オリンピックは、わが国の復興と再生の姿を世界にアピールするとともに、日本が

世界経済の発展に貢献していく心意気を表明できる絶好の機会である。 

・招致実現には世論の盛り上がりが極めて重要であり、女性のパワーで、それぞれの

地域で世論を盛り上げるなど、招致活動を全面的に支援する。 

以 上 
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参考資料 

全国商工会議所女性会連合会（全商女性連）の概要 

 

平成 24年１月現在 

 

１．目 的：会員相互の連携を促進し、それらの健全な発展を図るとともに、商工会議所

の組織基盤を強化し、もって商工業の改善発達に寄与することを目的とする 

 

２．設 立：昭和 44年７月 

 

３．会員資格：各地商工会議所女性会等 

（各地女性会等の会員は商工会議所会員事業所の女性経営者ならびに役員等） 

 

４．組 織： 

会員数：405商工会議所女性会等(約 24,000名） 

役 員：62名  

会 長：吉川 稲美（東京商工会議所女性会会長 株式会社吉香 代表取締役社長） 

諸会議：全国大会、総会、理事会、常任理事会、総務･政策･広報･企画調査の

各委員会 

 

５．主な活動内容： 

（１）女性起業家支援 

◇ 創業期の経営革新・創意工夫に取り組む女性経営者を顕彰する「女性起業家大賞」

を実施 

（平成 14年から実施） 

（２）地球環境保全活動 

◇「商工会議所女性会 環境行動宣言」採択（平成 20年 11月） 

◇「商工会議所女性会 エコライフ宣言」呼びかけ（平成 21年９月） 

◇「徹底した節電のご協力」を呼びかけ（平成 23年３月） 

◇ 各地女性会等が実施する環境・エネルギー問題に関する小学生作文・絵画コンクー

ルに対する表彰 

（３）教育再生への取組みと身近な子育て応援活動の推進 

◇ 商工会議所女性会 活動宣言～「子どもたちの笑顔と元気があふれるように」～採択 

（平成 20年 11月） 
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（４）社会福祉活動 

◇ 東日本大震災に対する支援（救援物資の送付 平成 23年３月、義援金 平成 23年

11月）、宮崎口蹄疫被害に対する義援金（平成 22年７月）、新潟・福島豪雨・福井

豪雨義援金、難民救済募金など  

（５）行政に対する意見要望活動など 

◇ 「仕事と子育ての両立支援の充実を目指して」（平成 14年 10月） 

  ◇ 「法人事業税の外形標準化に反対する」（平成 14年 10月） 

◇ 「省エネルギー問題への取組みについて」（平成 15年 10月） 

◇ 「少子化問題に関する提言～『出産・子育てに優しい経済社会』の実現に向けて」 

（平成 18年５月） 

（６）国際活動 

◇ 各国の女性経営者との交流  

（７）広報活動 

◇ 商工会議所女性会パンフレットの作成・頒布 

 

＜平成 23年度主要事業＞ 

（１）東日本大震災への対応と支援 

  ・女性被災者向けの救援物資の送付 

  ・被災者支援等に取り組む商工会議所女性会への義援金募金の募集 

  ・電力不足に対応するため、「エコライフ宣言」（平成 21年９月）の着実な実行および

「徹底した節電のご協力」の呼びかけ 

（２）女性起業家支援 

   ・「第 10回女性起業家大賞」の実施 

   ・各地商工会議所創業支援と連携して、女性の起業や起業後の問題解決を支援 

（３）地球温暖化問題への対応 

・各地女性会等が取り組む地球温暖化対策に資する活動を推進 

（４）教育再生への取り組みと身近な子育て応援活動の推進 

   ・地域における教育活動や子育て支援に取り組む活動を支援 

（５）商工会議所等の政策提言活動への参画 

  ・女性経営者の視点・意見を発信するため、各地商工会議所や日本商工会議所におけ

る委員会・専門委員会など。政府の審議会などに参画 

（６）女性会に対する理解促進および組織強化 

・「商工会議所女性会表彰制度」の実施 

   ・「商工会議所女性会」パンフレットの作成・配布、女性会設置の促進および全商女性

連への加入勧奨 

以 上 


